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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性:デオキシヌクレオシド三リン酸 + DNA(n) = 二リン酸​​ + DNA(n+1).,補因子:マグネシウム.,ドメイン:触媒コアは、フィンガー、パーム、サムのサブドメインから構成されますが、フィンガーとサムのサブドメインは、高忠実度ポリメラーゼよりもはるかに小さく、Yファミリーの5つの配列モチーフの残基が活性部位の溝の周りに集まっています。この溝には、DNAとヌクレオチド基質を緩い幾何学的制約の下で収容できるため、誤取り込み率が高く、処理能力が低くなります。,機能:エラーを起こしやすいDNAポリメラーゼで、特にDNA修復に関与します。トランスレジョン合成において重要な役割を果たします。トランスレジョン合成では、通常の高忠実度DNAポリメラーゼが進行できず、DNA合成が停止します。活性部位でフーグスティーン塩基対形成を促進します。アデノシンテンプレートの反対側に、正しい塩基を高忠実度で挿入します。チミジンテンプレートに対しては忠実度と効率が低く、グアノシンを優先的に挿入する。免疫グロブリン遺伝子の高頻度変異に関与する可能性がある。脱塩基部位で5'-デオキシリボースリン酸とシッフ塩基を形成するが、リアーゼ活性を持たない可能性がある。,類似性：DNAポリメラーゼYファミリーに属する。,類似性：1つのumuCドメインを含む。,細胞内局在：DNA損傷後の複製フォークに蓄積する。,サブユニット：REV1Lに結合する（類似性による）。POLHに結合する。,組織特異性：遍在性。精巣で高度に発現している。,触媒活性:デオキシヌクレオシド三リン酸 + DNA(n) = 二リン酸​​ + DNA(n+1).,補因子:マグネシウム.,ドメイン:触媒コアは、フィンガー、パーム、およびサムのサブドメインからなるが、フィンガーとサムのサブドメインは、高忠実度ポリメラーゼよりもはるかに小さく、Yファミリーの5つの配列モチーフの残基が活性部位の溝の周りに集まっている。この溝には、DNAおよびヌクレオチド基質を緩やかな幾何学的制約の下で収容できるため、誤取り込み率が高く、処理能力が低い。,機能:エラーを起こしやすいDNAポリメラーゼで、特にDNA修復に関与する。トランスレジョン合成において重要な役割を果たし、通常の高忠実度DNAポリメラーゼは進行できず、DNA合成が停止する。活性部位でフーグスティーン塩基対形成を促進する。アデノシンテンプレートの反対側に正しい塩基を高忠実度で挿入する。チミジン鋳型に対しては忠実度と効率が低く、グアノシンを優先的に挿入する。免疫グロブリン遺伝子の高頻度変異に関与する可能性がある。脱塩基部位で5'-デオキシリボースリン酸とシッフ塩基を形成するが、リアーゼ活性は持たない可能性がある。,類似性：DNAポリメラーゼYファミリーに属する。,類似性：1つのumuCドメインを含む。,細胞内局在：DNA損傷後の複製フォークに蓄積する。,サブユニット：REV1Lに結合する（類似性による）。POLHに結合する。,組織特異性：普遍的に存在する。精巣で高発現する。,
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	POLI抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	POLI 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	DNA pol ι ポリクローナル抗体を使用した HeLa 細胞のウエスタンブロット分析。

